●名古屋支部　　　　　　2010年3月13日(土) 14：00～16:30

会場：名古屋市西生涯学習センター　第３集会室

参加者：吉田孝次、伊賀正夫、清野千代子、木村達也、長谷部孝男、池村俊彦（6名）

主な話題：

1.２月２０日に行われた東亜天文学会評議委員会模様の報告(吉田) 
2. JAC日本天文同好会誌「天体」の紹介(吉田)
3. 月面「ソーサー」の観測、検討について(長谷部) 
4. その他討議事項
年月日時分秒を入力して月面余経度を得るソフトがありましたら紹介してほしい。
東亜天文学会の目的には、「本会は、天文学の普及を計り、天文学に関心を有する者の観測研究を指導奨励し、かつ、その、功績を顕彰し、あわせて会員相互の親睦を進めることをもって目的とする。」　となっています。「観測研究を指導奨励」のために、質問の受付け、解答していただける窓口を作ってほしいですね。

これまでに出た質問事項

・クレーターの異方性について取り組んでおられる方いますか。

・4次元に複素数を組み合わせたら、どのようになるか考えてみた方いますか。

・小惑星hokusaiの発見、命名由来について知りたい。(国立天文台問い合わせ窓口を紹介した)

・年月日時分秒を入力して月面余経度を得るソフトがありましたら紹介してほしい。
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：池村俊彦
